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目本の大学における学生相談活動1

筑波大学心理学系 松　原　達　哉

Asurveyonstudentcounse1ingintheinstitutionsofhighereducationinJapan

Tatsuya　Matsubara伽∫肋肋げハッ肋oZo馴，σ〃o㈱伽げ乃〃肋伽乃α㎜尾ゴ30旬

　　Data　on　the　practice　of　student　counse1ing　of　today　in　the　institutions　of　higher　education　were

co1lected　and　compared　with　those　of　the　past．Questionnaires　were　sent　to　an　coneges　and　universities　as

en1istedbythe　MinistryofEducationinJapanduring1981，891intota1，ofwhich585（66％）wereretumed．
The　mmber　of　institutions　having　comseling　rooms　or　centers　has　increased　up　to　two　times　of　that　of

24years　ago　when　the　first　survey　of　this　kind　was　made．The　number　of　institutions　which　reported

themse1ves　offering　counse1ing　services　was202．One　half　of　the202institutions　were　extending　their

services　to　school　communities，where　parents，facu1ties，graduates　etc．were　invo1ved．Some　offered

individuai　comseling　as　weH　as　group　counse1ling　services．Some　a1so　had　te1ephone　services　for　critica1

incidents，out－reach　programs，outdoor　seminars，etc．Major　prob1ems　of　c1ients　were　ma1adjustment

caused　by　the　fai1ure　in　the　entrance　examinations　oftheir　first　choice．Severe　emotiona1prob1ems，apathy

and　border　cases　were　other　problems、．Approaches　frequent五y　used　were　c1ient－centerd，ec1ectic　and

information－giving．Major　tests　used　were　Y－G，Rorschach　test，CMI　and　SCT．Fo11ow－up　studies　of　the

clients　were　observed　often．Services　were　favourab1y　evaluated　among　students　and　staffs　in　those

institutions．In　conc1usion，student　counseling　was　increasingly　deve1oping　in　Japan．

Key　words：student　counse1ing，questiomaires，counseling　room，c1ient，ma1adjustment，emotiona1prob－

　　　　　　1ems，apathy，client　centered．

　大学に学んでいる学生のひとりひとりは，それぞ

れ，異なった生活歴を有し，異なった資質，環境を

もっている．従って，彼らが日々の学生生活を送る

にあたって意識する要求や，当面する間題も，多種

多様である．特に最近のように，大学の大衆化，学

生の価値観の多様化，国際化などによって，学生の

意識は大きく変化している．大学の設置数や収容人

数は年々増加し，設備・施設は近代化し，教育方法

や厚生補導関係も充実してきている．しかし，学生
のうちには，毎年，転科・転学，長期欠席，留年，

休学，退学あるいは自殺などをするものもかたりの

数いる．特に，共通一次試験が始まってから，点数

だけで進学先を決める傾向が一段と強まり，入学し

てから，専攻した学問が自分の性格と合わないこと・

を知り，学習意欲を喪失したり，怠学，転学，退学

したりする学生が増加している．いわゆる不本意入

学の不適応学生が増加し，人生の中でも最も重要た

青年期を不本意な生活をし，student　apathy状態に

陥り，なかには自殺するものもいる．

　これに対して，大学側でも入試方法の改善，教育

1　日本学生相談研究会調査研究の一部．

方法の改革，学生相談活動の普及など対策を講じて

いる．このたかでも学生相談活動は，それだけがす

べてではたいが，これらの不適応学生に対する積極

的科学的な援助をしようとしているのである．

　学生相談活動が，わが国に発足したのは，1951年

（昭26）9月から1952年7月まで東京大学，京都大

学，九州大学でひらかれた，Loyd，W．P．，Robinson，

F．P．，Bordin，ElS．3博士の指導によるS．P．S．（Stude－

nt　Persomel　Services）厚生補導研究会が契機であ

る．この内容は，大学教育のあり方は，従来のよう

に，単なる学生の知的発達のみを主な目標にするに

とどまらず，学生の個性と能力に応じた全人的な完

成を目標とするものである．その目標を達成するた

めには，学生の個人的な要求や悩みの解決に，充分

た配慮を払わなけれぱならない．すたわち，全人的

た教育の遂行と学生のよりよい適応の援助をめざし

ているのである．そうした精神で，1953年（昭28）

に，東京大学の本郷と駒場の2つのキャソパス内に

学生相談所が設置され，カウソセリソグ活動が開始

された．そして今日では，学生相談活動が全国の多

くの大学で行われるようになったのである．以来，

三十年になる．その間に，日本学生相談研究会や，
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日本学生相談協議会なども組織され，全国的に相談

活動も活発になってきた．しかしまだまだ十分とは

いえない．

　　　　　　　　　目　　　的

　ちょうど，24年前の昭和33年に，日本学生相談研

究会が，当時の全国の学生相談活動の実態調査を

行っている．そこで，それと比較しながら，今日の

日本における学生相談活動の実態を比較検討し，現

状を認識L，今後の学生相談活動上の参考に資する

ことを目的として本調査研究を行った．特に，既設

の学生相談室（所）の運営上の参考に資すること，

更に，この種の施設を有していない大学に対しては，

今後設置する必要のあることを認識せしめ，設置す

る場合の参考に資することを目的とした．

　　　　　　　　方　　　法
1．調査方法

　（1）調査対象

　現存する全国の国公私立の四年制大学と短期大学

のすべて，すなわち891校を対象とした．（Table1）

　（2）調査方法

　調査は，質問紙法にて行った．全調査対象校に調

査票を送り，質問項目に対する回答の記載を得て回

収した．

　（3）調査票

（・）調査票は，ふたつの種類にわけられた．すなわち，

　A票…学生相談室がない大学で，学生相談活動の

　　全般的状況を扱う．

　B票…大学内に学生相談室があり，学生相談のた

　　めの特別施設および活動の現状を扱う．

（b）調査票は，大学内に学生相談室のない大学にはA

　票，ある大学にはB票を送った．しかし，学生相

Table2

Table1調査校数
　
　
大
学
の
　
　
　
　
種
類
回
収
率

4年制 短　大

国立 公立 私立 公立 私立
合計

相談室あり 50 ユ2 140 4 85 291

相談室なし 27 12 61 24 ’166 290

回答なし O 1 2 O 1 4
計 77 25 203 28 252 585

大　学　数 93 34 299 36 429 89ユ

回　収　率 82．8 73．5 67．9 77．8 58．7 65．7

　談室は名目だけあっても休室状態であったり，相

　談室がなくても個人的に特定の教職員が研究室を

　相談活動の場として活用されている大学もあっ．

　た．しかし，公的に相談室の有無を中心にして調

　査票を配布して，調査した．

（・）調査票作成にあたっては，r学生相談研究会」及び

　「日本私立大学連盟学生補導委員会」（1981）など

　が調査した項目を参考にしながら，新しい項目も

　とり入れた．

　（4）調査期間

　1982年2月～3月
　調査票を，各大学の学生相談室（所）または学生

部（課）宛に郵送し，質問項目に対する回答の記載

を得て返送を求めた．

　（5）回収状況

　調査が春季休暇中に行われたので，回収は必ずし

も，期限日までにできなかった．なかには再督促の

結果5月に回収したものも若干あった．しかし，回I

収率は，Table1のように，4年制国立大学83％，

公立大学74％，私立大学68％，計585校66％であ

学生相談室の有無（校数）

　　　　　有無大学の種類年度 有 無 無言己入 計

57年 33年 57年 33年 57年 33年 57年 33年

国　立 50 22 27 39 O 1 77 62
四
年
制

公　立 12 6 12 22 1 1 25 29

私　立 ユ40 24 6！ 58 2 O 203 82

短
大

公　立 4 2 24 22 O O 28 24

私立 85 9 166 48 1 ユ 252 58

計 291 63 290 189 4 3 585 255

％ 49．4 24．7 49．6 74．1 0．7 ユ．2 工OO 1OO
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る．なお4年制大学併設の短期大学で，まとめて回

答されているところは回収率は別々に算出した．な

おまた，同一大学内に学部別とかキャソバス別に相

談室がある大学の場合，1個所だけでも回答があれ

ぱ，ありに入れ，2個所以上のところからきても，1

校として数えた．

　　　　　　　　結　　　果

　1．学生相談室の有無
　大学内の学生相談室の有無を，24年前と比較する

と，約2倍に増えており，全国の大学の約半数にあ

る（Tab1e2）．たお，この場合4年制大学に併設の

短大で相談室カ洞一の場合はそれぞれ「有」にして
統計をとった．しかし，短大で独立して相談室があ

るのは19校に遇ぎなかった．そこで，ここでは4年

制大学（短大併設校を含む）で学生相談室のある大

学を中心に，以下のべることにする．

　相談機関の名称を調べてみると，Table3のよう
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に，全体では，学生相談室（76．7％），カウソセリソ

グセソター（ルーム）（9．4％），学生相談所（2．5％），

その他（1！．4％）の順である．なお，この場合，大

学の学生数によって，大規模校（10001人以上），中

規模校（10000～5001人），小規模校（5000人以下）

に分類して調べた．その他の名称としては，懇話室，

生活相談室，相談部，談話室などがある．

　2．学生相談室の設立理由と推進者
　相談室が設立された主な理由としては，①適応相

談のためが83％，②修学相談のためが62％，③進路

相談のためが50％，④その他28％である．昭和33年

の時は，46校に調査して㌧）るが，①組織的補導のた

めが39％，②事故学生防止・減少のためが20％，③

学生の問題調査の結果が10％，④研究とサーピスの

ためが6％，⑤教官と学生の接触のためが4％，⑥そ

の他22％．その他には，学生の要望，講習会でのヒ

ソト，個人的教育効果の充実などがあった．

　設立のための推進力とたった人は，Tab1e4に示

Table3 相談機関の名称

大学規模 大規模校 中規模校 小規模校 計 昭33

機関の名称 N ％ N ％ N ％ N ％ ％

①学生相談室 17 60．7 28 80．O ユ10 79，1 155 76．7 56．9

②学生相談所 3 10．7 O 0 2 1．4 5 2．5 20．O

③カウンセリングセンター（ルーム） 5 17．9 3 8．6 ユユ 7．9 19． 9．4 7．7

④そ　　の　　他 3 10．7 4 11．5 ユ6 11．5 23 11．4 15．4

計 28 100．O 35 100．O 139 100．0 202 1OO．O 100，O

注）大規模校ユ0，001人以上　中規模校ユO，000～5，OOユ人　小規模校5，000人以下

Table4 設立の推進力となった人

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202）

設立の推進者 N ％ N ％ N ％ N ％

①学生部長 23 82．1 ｝8 51．4 86 61．9 127 62．9

②学　　　長 7 25．0 11 31．4 67 48．2 85 42．1

③学生課長 1O 35．7 ！3 37．1 43 30．9 66 32．7

④臨床心理学関係教官 1O 35．7 5 14，3 ユ9 ユ3．7 34 16．8

⑤厚生課長 6 2ユ．4 4 11．4 12 8．6 22 10．9

⑥理　事　長 2 7．1 4 11．4 11 7，9 17 8．4

⑦心理学科長 2 7．ユ 2 5．7 6 4．3 ユO 5．O

⑧そ　の　他 8 28．6 9 25．7 37 26．6 54 26，7
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すように，①学生部長62・9％，②学長42・1％，③学

生課長32．7％，④心理学関係教官21．8％，⑤厚生課

長10．9％，⑥理事長8．4％，⑦その他26．7％である．

　なお，学生相談室が学内あ組織系統上占める位置

をみると，ほとんどの大学で学生部内の一機関とし

ておかれている．その他の場合も，実質的にはその

運営や事務を学生部（課）が扱っているものが多い．

今回の調査では，学生部（課）に属するものが54％，

学長直属が22％，学部長直属6％，その他18％で

あった．24年前も学生部（課）が54％，学長・学部

長直属が15％，学生部長8％であって，学長直属が

以前よりも多くなっている．

　3．代表者・メンバー
　学生相談室の代表老は，室長，所長などと呼ぱれ

るもので，資格としては，教授が62％，助教授17％，

講師他が8％，不明13％である．代表者の専攻学科

し
　　　　　　　　　Table5

は，心理学が22％，医学が13％，体育学が4％，教

育学が3％，哲学が2％，その他が44％で，統計学，

物理学，土木学，機械学，国文学，美学，化学……

など多様な専門学科の学生部長が，二年交代でなっ

ているところが多い．大規模大学は，心理学で専従

のものが多い．たお，24年前は，65校中所長（教授）

が31％，学生部長が22％，学生課長が3％，その他

5％，無記入40％であった．代表考の専攻学科は，心

理学45％，哲学10％，家政学10％，生物10％，そ

の他，化学，物理学，法学，杜会学，世界史などが

各5％であった．1979年の第17回全国学生相談研

修会のシソポジウムで，ミネソタ大学教授カウソセ

リソグ学部長のH．ポロー博士が，日本の学生相談

室の代表老にはカウソセリソグの専門家でない教授

が，しかも2年交代でたっている場合もあることを

聴き，驚きと，それで代表者は監督や指導ができる

1週間あたり相談室が開かれている日数

大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（ヱ39） 計（202）
大
学
　
規
模
日
数 N ％ N ％ N ％ N ％

6日
ユ8 64．3 25 71．4 62 44．6 105 52．0

5日 3 10．7 2 5．7 20 14．4 25 12．4

4日 2 7．1 1 2．9 ユO 712 ユ3 6．4

3日 2 7．1 3 8，6 14 10．1 19 9．4

2日 1 3，6 4 11．4 9 6．5 ユ4 6．9

1日 1 3．6 O O．O 14 ユO．1 15 7．4

不明 ユ 3．6 O 0．O 10 7．2 11 5．4

Table6 相談室利用者のうちわけ

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202）

利用者 N ％ N ％ N ％ N ％

①在　　学　　生 28 100．0 35 100．O 139 1OO．0 202 100．O

②保　　護　　者 24 85．7 30 85．7 79 56．8 133 65．8

③教　　職　　員 17 60．7 20 57．1 60 43．2一 97 48，0

④本学卒業生 ユ5 53．6 23 65．7 56 40．3 94 46．5

⑤他大学の学生 7 25．0 8 22．9 8 5，8 23 11．4

⑥一　　般　　人 3 ユ0．7 5 14．3 1O 7．2 18 8．9

⑦付属学校の児童・生徒 3 10．7 6 17．1 6 4．3 15 7．4

⑧そ　　の　　他 3 10．7 2 5．7 3 2，2 8 4．0
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Table7 学生相談の方法

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202）

方　法 N ％ N ％ N ％ N ％

①個　人　面　接 28 100．O 35 工00．0 139 100．O 202 100．O

②電　話　相　談 16 57．1 24 68．6 76 54．7 116 57．4

③集　団　面　接 8 28．6 ユ2 34．3 42 30．2 62 30．7

④出　張　相　談 3 ユ0．7 6 17．1 29 20．9 38 18．8

⑤合　　　　　宿 8 28．6 8 22．9 20 ユ4．4 36 17．8

⑥研　　究　　会 10 35．7 6 17．1 ユ2 8．6 28 13．9

⑦講　　演　　会 7 25．O 3 8．6 14 1O．1 24 11．9

⑧座　　談　　会 6 21．4 6 ！7．1 9 6．5 21 10．4

⑨スチューデント・カウンセラー 3 10．7 3 8．6 15 10．8 21 1・0．4

⑩そ　　の　　他 4 工4．3 5 14．3 3 2．2 12 5．9

のか心配されていたのを思い出す．米国では，すべ

て心理学のカウソセリソグの専門家が代表になって

いる．

　なお専従の相談員は，各大学によって資格も人数

も違ってい右．専従の教授が1人いる大学は14校，

2人が3校，3人以上が4校である．助教授が1人
いる大学は，22校，2人が3校，5人が1校である．

講師1人は34校，2人が2校，3人以上が2校であ
る．助手1人は5校，2人が2校，3人が1校であ
る．その他専従相談員1人が51校，2人が17校，

Tab1e8

3人が2校，4人以上が13校である．なお，教授と

助教授，助教授と講師，教授と助手など組み合わせ

は多様である．

　4．学生相談室の運営・方法

（1）一週問当り・の開室日数

　学生相談室が1週問のうち，何日開室されている

かを調べると，Tab1e5に示すように，6日が52．
0％，　5日カミ12．4％，　4日カミ6．4％，　3日カミ9．4％，

2日が619％，1日が7．4％，不明が5．4％である．

　長期休暇の場合も，毎日が27％，短縮が37％，全

相談の理論・技術

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202）

理論・技術 N ％ N ％ N ％ N ％

①来談者中心カウンセリング ユ8 64．3 27 77．1 102 73．4 147 72．8

②折衷的カウンセリング 17 60．7 20 57．1 6ユ 43．9 98 48．5

③情報提供カウンセリング 14 50．O 15 42I9 51 36．7 80 39．6

④精神分析的カウンセリング 10 35．7 ユO 28．6 32 23．0 52 25．7

⑤診断的カウンセリング 6 21．4 10 28．6 34 24，5 50 24．8

⑥行動カウンセリング 6 2ユ．4 4 11．4 17 12．2 27 13．4

⑦実存分析的カウンセリング 4 14．3 4 11．4 14 10．ユ 22 ユ0．9

⑧交流分析カウンセリング 2 7．ユ O O．O 5 3．6 7 3．5

⑨ゲシュタルトカウンセリング ユ 3．6 1 2．9 4 2．9 5 2．5

⑩その他 4 14．3 3 8．6 9 6．5 16 7．9
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休が29％，無答が6％である．なお，開室日め昼休

み時間における相談活動は，78％（158校）が実施し

ており，休止しているのは18％（36校）であった．

全国の大学では，昼休みを利用して相談活動をして

いる大学が多い．

（2）相談室利用者

　相談室を利用する対象は，Tab1e6に示すよう
に，在学生が100．O％，卒業生が46．5％，他大学の

学生が11．4％，保護老が65．8％，教職員が48．O％，

付属学校の児童・生徒が7．4％，一般人8．9％となっ

ている．最近は，どの大学も卒業生の相談が多くなっ

ている．なお，住居別では，自宅生21％，下宿・ア

パート生58％，寮生5％，その他15％である．

（3）学生相談の方法

　学生相談の方法には種々あり，Tab1e7に示すよ

Table9

理 学研究　第5号

うに，個人面接が100．0％（202校），軍話相談が57．

4％（116校），集団面接が30．7％（62校），出張相談

が18．8％（38校），合宿が17．8％（36校），講演会

が11二9％（24校），座談会が10．4％（21校），スチュー

デソト・カウソセラーが10．4％（21校），その他5．

9％（12校）である．従来は，個人面接中心であった

が，時代とともに新しい種々の方法が実際に行われ

ている．各大学によって，その特色を出している傾

向がみられる．スチューデソト・カウソセラーの制

度も多くの大学にとり入れられるようになった．

（4）相談の理論・技術

　各相談室で相談員が行っている相談の理論・技術

を大別するとTable8のようである．すなわち，多

い」頃に述べると，①来談老中心カウソセリソグ（72．

8％），②折衷的カウソセリソグ（48．5％），③情報提

心理テストの利用

名　　　　称
備えている大　　学 よく利用している大学

名　　　　称
備えている大　　学 よく利用している大学

①
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ
・
テ
ス
ト
②
Y
G

8
1
7
2

2
5
3
8

⑲箱庭療法⑳CPI

9
7
3
3③MMPI 42 15 ⑳田中ビネー 7 0

④TAT 40 5 ⑳パーれ㌫ジ 6 2

⑤CMI 36 21 ⑳ベンダーゲシュタルト 5 O

⑥SCT 32 20 ⑳WISC 5 0

⑦UPI
3ユ 17 ⑳ゾンディーテスト 4 O

⑧クレペリン 27 4 ⑳京大NX知能検査 4 O

⑨pFスタデイ 25 6 ⑳S－A創造性検査 3 0

⑩WAIS 25 0 ⑳鈴木ビネー 3 O

⑭MPI 24 6 ⑳言語連想検査 2 1

⑫TPI 21 11 ⑳ベントン記銘カテスト 2 O
⑬職業興味検査 20 ユ3 ⑳POI自己実現尺度 2 1

⑭MAS 20 1 ⑫職業レディネステスト 2 O

⑮職業遭性検査 ユ7 12 ⑳MAPS 2 O

⑯EPPS 16 10 ⑳児玉ストロング職業

⑫CAS 13 8 興味検査 2 0
⑬バウムテスト ユ1 5 ⑳その他※ 1 0
※　その他のテスト（WPPSI，MG，向性検査，キャツテルCF知能検査，色彩象徴テスト，新田中B皿知

能検査，CAT，絵画鑑賞検査，カーン・シンボルテスト，職業指向検査，職業志望興味診断検査，九大版健

康調査法，クレッチマーによる性格分類表，シュナイダーによる性格分類表，心情質問診法，LTRT，SIV，

MPCL，KPIS，CIS，CAB，WPS，MHSQ）
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大学規模 大規模校（28） 中規模校（35つ 小規模校（139） 計（202）

方　　法’ N ％ N ％ N ％ N ％

①オリエンテーションの時 22 78．6 33 94．3 131 94．2 186 92．1

②学内掲示 17 60．7 23 65．7 71 5ユ．1 1ユ1 55．O

③学　　　　報 16 57．1 20 57．1 39 28．ユ 75 37．1

④チ　ラ　　シ 10 35．7 14 40．0 35 25．2 59 29．2

⑤講議の時に説明 4 14．3 1工 31．4 39 28．1 54 26，7

⑥教官会議で説明 3 10．7 8 22．9 3ユ 22．3 42 20．8

⑦大学新聞 9 32．1 6 ユ7．1 23 16．5 38 18，8

⑧そ　の他 11 39．3 13 37，1 35 25．2 59 29．2

供カウソセリソグ（39．6％），④精神分析的カウソセ

リソグ（25．7％），⑤診断的カウソセリソグ（24．8％），

⑥行動カウソセリソグ（13．4％），⑦実存分析的カウ

ソセゾソグ（10．9％），⑧交流分析カウソセリソグ（3．

5％），⑨ゲシュタルトカウソセリソグ（2．5％），⑭

その他（7．9％）である．たお，この場合，1つの大

学で幾つもの理論や技術を重複して使っている場合

があり，校数は，被調査校総数（202校）より多くなっ

ている．

（5）心理テストの利用

　各大学の学生相談室には，どのような心理テスト
を備品として備え，更に刹用しているかを調べた．

その結果は，つぎのようである（Tab1e9）．

Table11

　備えているテストの多い順にのべるとつぎのよう

である．多く備えているテストは，①ロー〃シャッ

ハ・テスト，②YG，③MMPI，④TAT，⑤CMI，
⑥SCT，⑦UPI，⑧クレペリソ，⑨PFスタディ，⑩

WAISなどである．よく利用しているテストは，①

YG，②ロールシャッハ・テスト，③CMI，④SCT，

⑤UPI，⑥MMPI，⑦職業興味検査，⑧職業適性検査，

⑨TPI，⑩EPPSたどである．いずれも学生が対象

であるから，成人用の心理テストである．そして，

多くが性格検査である．なお，大学独自で開発して

いる質問紙法なども看干使用されている．

　（6）学生に対するPRの方法

　学生相談室の活動を，学生にPRする方法は，各

相談室のおもな活動

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202）

活動内容 N ％ N ％ N ％ N ％

①来室学生の面接 28 100．0 35 1OO．O ユ39 100．O 202 100．O

②問題のある学生を呼び出して面接 ユ6 57．1 23 65．7 102 73，4 141 69．8

③電話による相談 20 71．4 26 74．3 76 54．7 ユ22 60．4

④諸調査の実施 ユ8 64．3 18 51．4 70 50．4 106 52．5

⑤大学の教育・学生補導計画に対するアドノvス 13 46．4 17 48．6 68 48．9 98 48．5

⑥諸検査の実施 ’13 46．4 16 45．7 42 30．2 71 35．i

⑦研　　　究 16 57．1 15 42ρ 35 25．2 66 32．7

⑧通信による相談 14 50．O 13 37．1 34 24．5 61 30．2

⑨全学学生対象の精神健康対策 12 42．9 ！2 34．3 33 23．7 57 28．2

⑩そ　の　他 7 25．O 13 37．1 11 7．9 31 15．3
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大学によって異なる．全体としては，Tab1e10に示

すように，①オリユソテーショソの時，②学内掲示，

③学報，④チgシ，⑤講義の時に説明するなどが多

い．一般に，各大学とも熱心に行っている．その他，

精神衛生に関する講義が，結果として，その役割を

果していることが認められている．しかし，総じて，

学生に対するPRは，入学時，学期はじめ，開設期

などに限られる傾向がみられて，充分とはいえない

と思われる．このことは，24年前の調査でも同様で

ある．昭和33年度の調査では，65校中PR活動を
しているのが66．2％（内プリソト，ポスター，大学

新聞などが80．8％，バソフレットのみ，便覧，掲示

が15．4％）であり，行っていないのが5．0％，無記

入が30．8％であった．

　（7）相談室の主な活動

　学生相談室は，学生に対する相談・援助・助言な

どのほかに，具体的にどのような活動をしているか

を調べた．その結果は，Table11のようである．従

来は，来室学生の面接や問題のある学生の呼び出し

面接などが中心であったが，最近は，電話による相

談（60．4％）も増加している．また，学生を理解す

るための諸調査（学生の悩み，不満，不安たど）（52．

5％）も半数以上の大学で実施している．これなども

学生相談室の主要た仕事の一っといえよう．また，

学生相談や諸調査などの結果からr大学の教育・学

生補導計画に対するアドバイス」（48．5％）を提言す

ることも重要であり，半数近い大学で実施している．

学生が適応し，学問に専念できる大学の環境作りも

必要である．

　学生相談を円滑にするため，科学的な診断法とし

て，、諸種の心理検査を35．1％の大学が実施してい

る．その内容については，前述のようであり，多種

多様である．しかし，心理検査は，相談の理論や技

術と相談内容によって，全く使用していない大学と

使用している大学とがある．

　なお，学生相談，面接技術および学生の間題，悩

みなどについての研究も相談室の重要な仕事の一つ

であると思われるが，相談室で行っているのは，66

校32．7％である．これは，大規模校（57．1％）ほど

多い．勿論個々人がなんらかの形で研究を行’ってい

るわけであるが，毎日の相談サーピスに追われて，

十分できないところもある．24年前の調査では学生

相談室で行っているのが10，8％，個人で行っている

のが41．5％，両方が3．1％であり，計55．4％赤研究

を行っていた．特に，国立大学関係老の方が研究に

は時間をさいているものが多い．反面，行っていな

いのが9．2％，無記入が35．4％であった．研究の幅

はひろく，専門家が学問的な立場から，独自の研究

を進めている場合もあるが，今日では，その多くは，

カウソセリソグ，学生相談や補導厚生に関する研究

会や研修会のメソバーとして活動を行っていること

が多い．

　通信による相談は30．2％，全学学生対象の精神健

康対策は28．2％であり，これなども大規模大学（42．

9％）ほど活発である．

　（8）学生の問題解決に際してとっている方針

　多くの学生の様々た問題に対して，どのような方

針で相談・助言・援助活動をしているかを調査した．

その方針は，前述と重なるところもあるが，Tab1e12

に示すようである．

　全体として，①実際の解決・決定は学生自身にま

かせる（80．2％）が圧倒的に多い．しかし，②学内

の問題については具体的援助をする（67．8％）も多

い．留年，転学，休学，退学，自殺予防などに対し

て，学生相談室としても具体的援助活動や計画実行

をしているのである．また，③学生の心理的問題を

積極的に治療する（54，0％）事も大きな使命として

行っている．特に，性格・情緒などの問題について

は，心理療法を用いての治療活動を行っている．更

に，④学外の問題でも出向いていくことがある（37．

1％）大学がある．下宿や寮に閉じこもっていて大学

に出てこない学生，男女問の問題，家庭間題が原因

で派生する問題などに対して，出張相談をするので

あ．る．これは小規模校（41．7％）の場合が多い．

　（9）フオローアツプ

　相談をした後の事例のフォローアップをどの程度

Table12学生の問題解決に際してとっている方針

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（ユ39） 計（202）

方　　針 N ％ N ％ N ％ N ％

①実際の解決・決定は学生自身にまかせる 26 92．9 29 82．9 107 77．0 162 80．2

②学内ρ問題については，具体的援助をする 18 64．3 26 74．3 93 66．9 137 67．8

③学生の心理的問題を積極的に治療する 20 7ユ．4 23 65．7 66 47．5 ユ09 54．O

④学外の問題でも出向いていくことがある 7 25．O 10 28．6 58 41．7 75 37．1
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Table13 フォローアップの有無

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202） 昭33

有無 N ％ N ％ N ％ N ％ ％

行っている 2 7．1 1 2．9 21 15．1 24 11．9 4．6

一部について行っている ユ6 57．1 26 74．3 56 40．3 98 48．5 24．6

行っていない 8 28．6 6 17．1 40 28．8 54 26．7 29．2

不明 1 3．6 1 2，9 5 3．6 7 3．5 41．6

しているかを調べてみるとTable13のようである．

行っているのは11．9％，一部について行っているが

48．5％，行っていないが26．7％である．昭和33年に

比較すると，2倍半近く行っている．多忙ななかで，

追跡相談をすることは困難なことではあるが，’増加

していることは，好ましいことである．中規模校で

は，77．2％も行っている．

　（10）カウンセラー別の取扱い件数の違い

　カウソセラーによる，来談者に対する年問の取扱

い件数の違いの有無を調べてみると，rある」が49．

5％（大規模校64，3％，中規模校54．3％，小規模校

45．3％）である．「ない」は23．8％（17．9％，31．4％，

23．0％）である．大きい大学ほど，カウソセラー別

の取扱い件数には違いがある．

　5．学生相談室の評価
　学生相談の仕事のための特別な施設について，そ

の直接関係老以外の人は，これをどのようにみてい

るかを調ぺた．

　（1）学生・教職員の評価

　学生は，どのように相談室をみているかについて，

記入老の判断を求めた結果は，好意的が20．3％，ふ

つうが72．3％，非好意的が5．0％，不明が2．5％であ

る．教職員についても同様に，好意的が24．8％，ふ

つうが68．8％，非好意的が3．0％，不明が3．5％であ

る．一般的に，相談室に対して，学生も教職員もふ

Table14相談室の経済的評価（％）

設備・備晶 予算・経費
　　　年度評価

昭57 昭33 昭57
極めてよい 2．0 0．0 3．5

よ　い ユ3．9 1．5 8．4

ふつう 50．5 47．8 55．9

悪　い 25．2 20．O 15．8

極めて悪い 6．4 1．5 6．9

不明 2．O 29．2 9，4

つうまたは好意的にみているものが，9割以上いる．

特に，大規模校ほど好意的にみている傾向が強い（学

生，28，6％，教職員32．1％）．

　なお，学生は，相談室という所を，どんな人が利

用するところと思っているかを調べてみると，次の

ようである．

　①誰もが利用できるところ　　　　47％

　②特定の人だけが利用するところ　　45％．

　③その他　　　　　　　　　　　8％
　本来，学生相談室は，すべての学生が，気軽に相

談できる場所として，相談しているのに，学生たち

は，特定の人だけが利用するところと思っているも

のが45％もいる．特に，保健管理セソター内にある

と，特定の精神疾患の人が行くところと思っている

ものもいる．また学生へのPRの方法にも問題があ
る．

　（2）設備・備品，予算・経費面の評価

　学生相談についての設備・備品，予算・経費など

からの評価を調べてみると，Tab1e14のようであ

る．全体的にみて，ふつうが多く，ついで，悪いが

多い．しかし，昭和33年度に比較すると，設備・備

品などはかなりよくなっていることがわかる．

　（3）相談室の評価

　相談室が，場所的に騒音その他の行事などでやか
ましく，相談中に邪魔されることがあるかどうかを

調べた．結果は，r非常にしぱしぱ邪魔される」が0．

5％，「ときどきある」が17．8％，「たまにある」が27．

2％，rない」が52．5％，無答が2，O％である．これ

に対して，面接は影響されるかを調べた．結果は，

「非常にうまくいっている」が9，4％，「うまくいっ

ている」が36．1％，「ふつう」が37．1％，「うまくいっ

ていない」が2．5％，無答が14，9％であった．8割

以上がふつうかうまくいっているといえる．

　なお，学生相談室の使用上の便利さからみた部屋

の評価を調べてみると，①きわめて便利が7．9％，②

便利が21．3％，③ふつうが50．O％，④不便が19．

3％，⑤きわめて不便が0．5％，⑥無答が1．0％であ

る．全般的にみて8割がふつう以上である．しカニし，
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Table15 学内の他の機構との連絡状況の評価

大学規模 大規模校（28） 中規模校（35） 小規模校（139） 計（202） 昭33

評価 N ％ N ％ N ％ N ％ ％

かなりうまくいっている 1 3．6 25 71．4 14 ユ0．1 17 8．4 O

比較的よい 9 32．1 2 5．7 34 24．5 54 26．7 4．6

ふつう 15 53．6 1 2．9 51 36．7 81 40．1 21．5

あまりよくない 2 7．ユ 3 8．6 16 11．5 2ユ 10．4 31．4

円滑を欠く O O．O 4 11．4 7 5．0 9 4．5 7．1

ほとんど連絡なし O O．O O 0．O 4 2．9 5 2．5 ユ．5

不明 1 3，6 O 0．O 13 9．4 15 7．4 33．9

不便なところも2割あるので，この点の改革が望ま
れる．

　（4）学内の他機構との連絡状況の評価

　学内の他の機構との連絡がどのようであるかにつ

いて評価を求めた結果は，Tab1e15のようである．

全体として，よくいっているのが35．1％，ふつうが

40．1％，あわせて75．2％である．これに対して，あ

まりよくないが10．4％，円滑を欠くが4．5％，ほと

んど連絡なしが2．5％である．昭和33年度と比較す

ると，学内関係の連絡は大変よくなっている．やは

り，学生相談は，学内の協力によって効果をあげう

るので，カウソセラーも他の教職員との連携が必要

であろう．

　（6）相談内容の最近の特徴

　最近の学生相談室に来談する学生の特徴として

は，各大学の特殊性もあるが，一般に，次のようた

傾向がみられる．

　①不本意入学のため，学生生活に不適応を起こし，

転学，転学科などの進路変更から更に，登校拒否，

怠学，休学，退学などの相談が多い．（不本意入学生

の不適応）

　②自殺との関連における深刻な情緒問題が多い．

（深刻な情緒問題）

　③親子分離のできない，自主性，主体性の喪失し

た学生の相談が多い．（大学生の幼稚化現象）

　④境界線領域の精神疾患による集団への適応障害

のある学生の増加．（ポーダーライソ）

　⑤勉学や学生生活全体への意欲が乏しく，ス
チューデソト・アパシーの増加．この中には留年生

も多い．（Student　Apathy）

　⑥大学院生の学習不適応や無気力学生の来談の増

加．（大学院生の来談）

　⑦対人関係，特に異性関係，親子関係たどの相談

が多い．（対人関係）

　⑧進路を中心としての修学・就職問題の増加．（進

路）

　なお，各大学別の相談活動概要の特徴を，Tab1e16

～18までに示す．紙面の都合で，大規模大学と比較

的来談件数の多い大学を掲載し，他を割愛した．

　（7）終りに

　24年前と比較して，学生相談室は，質量とも充実

Lてきた．しかし，全国的にみた場合，まだ半数の

大学にしか設置されていない．そして，最近の相談

内容の特徴は，多様化し，重症化し，幼稚化してい

る．そのために，学生相談の必要性は一層高まって

いると思う．今後，各大学の一層の充実発展が期待

される．

　なお，本研究は，日本学生相談研究会三十周年記

念事業の一つとして調査研究委員会（委員長松原達

哉）の研究の一部である．調査には文部省の井上孝

美学生課長，日本学生相談研究会長中村弘道先生・

中澤次郎先生及び調査要員の林潔先生，更に各大学

の学生部長，室長，相談員の方々に大変御協力いた

だいた．ここに深謝する．また研究に援助いただい

た前川報恩会の前川喜作先生，統計整理に協力いた

だいた飯田昌子・梅本浩靖・大場幸子・山口公子・

中谷一郎・森　充子・杉江　征・小嶋珠実・白石雅

子・神村栄一・岡　俊一諸氏にも心より深謝する．

　　　　　　　　　要　　　約

　日本の大学における学生相談活動の実態を調査研

究した．対象は，全国の国公私立4年制大学，短期

大学全部である．回収率は585校66％である．学生

相談室は，24年前と比較して，約2倍に増えている．

ここでは，4年制大学で学生相談室のある202校を

中心に，活動の実態を分析した．



松原：日本の大学に声ける学生相談活動

　学生相談室は，在学生のほか，保護老，教職員，

卒業生などが半数の大学で利用している．個人面接

のほか電話相談，集団面接，出張相談，合宿などが

行われている．方法は，来談老中心カウソセリソグ，

折衷的カウソセリソグ，情報提供などが多い．テ久

トは，YG，ロールシャッハ，CMI，SCTなどが多

く利用されている．追跡調査も行われ，学生・教職

員などの評価もよく，全国的に活発に行われるよう

にたった．来談老の傾向として，不本意入学生の不

適応，深刻な情緒問題，ポーダーライソ，Student

Apathyなどが多い．
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